
会計 款 項 目
多額
経費

一般 12 1 1 　　

担当課室

担当課室長

Ⅰ　改革・改善内容（＝事務事業をより良く実施するための方策）

Ⅱ　事務事業の目的・概要

対象

Ⅲ　事務事業の成果やコストの状況

平成26
年度

平成27
年度

平成28
年度

単位

ⅰ 1.4 0.5 算定中 %
ⅱ 16.7 2 算定中 %
ⅲ

③事務事業のコスト 平成27年度決算 平成28年度決算

事業費（千円） 2,235,647 2,353,669
国支出金（千円） 31,290 30,819
県支出金（千円） 2,607 2,568
市債その他（千円）
一般財源（千円） 2,201,750 2,320,282

Ⅳ　評価・検討

ⅰ市関与の妥当性 3高い
ⅱ有効性 3高い

Ⅴ　多額の経費を要する事業等の「実施計画」における達成状況

当初
H27⇒28繰越

補正
流用・充当

平成２９年度　鎌ケ谷市事務事業評価表（事後）（標準評価表）

事務事業名 借入金元金償還金に要する経費

政策 41計画の実現のために 企画財政課

施策 412効率的で健全な行財政運営の推進 狩谷　昭夫

①前回
の評価
で掲げ
た内容

「地方債の総合的な管理方針」等に基づ
き、公債費の増に対応する。 ③平成29年

度に取組む
改革・改善
内容

「地方債の総合的な管理方針」等に
基づき、公債費の増に対応する。②①に

基づく
取組み
結果

方針に基づき約3億円の積立を行い、28年
度末残高20億円を方針通り確保した。

①目的 借入金元金
意図（対象をどう
するのか）

確実に償還する

②事務事業の概要 借入に伴う元金償還を行うもの。

③環境分析（事業開始
からの状況変化や今後の
見込み・市民意向など）

ここ数年重点化を図った施設整備等により、公債費の増が見込まれる。

①平成28年度の事
業の成果

方針に基づき約3億円の積立を行い、28年度末残高20億円を方針通り確保した。

②成果
を表す
指標

指標名称 算定根拠

実質公債費比率 業務取得
将来負担比率 業務取得

平成28年度決算（事業費）の主な内訳 平成29年度予算
金額（千円） 内容 2,580,644
2,353,669 市債償還元金 30,000

2,500

ⅳ効率性 3高い

140,000
2,408,144

計画事業費 予算額 決算額

①課題
ここ数年重点化を図った施設整備等により、今まで以上に計画的な公債費推計及
び返済計画が必要である。

②評価
ⅲ公平性 3高い

ⅴ総合評価 6精査・検証

0 0

H27から
の繰越

③上記評価の理由
市債の償還は、市以外に担い手はおらず、今後の公債費の見込みを把握し、適切
に対応していく必要があるため。

①平成28年度の計画
平成28年度事業費の状況（単位；千円）

③達成状況 　　
現年分

④未完了・非着手の理由
平成29年度への繰越額（単位；千円）

②計画に対する事業実績



会計 款 項 目
多額
経費

一般 2 1 2 　　

担当課室

担当課室長

Ⅰ　改革・改善内容（＝事務事業をより良く実施するための方策）

Ⅱ　事務事業の目的・概要

対象

Ⅲ　事務事業の成果やコストの状況

平成26
年度

平成27
年度

平成28
年度

単位

ⅰ 696 699 701 人
ⅱ 998 1003 1282 人
ⅲ 143 143 183 ％

③事務事業のコスト 平成27年度決算 平成28年度決算

事業費（千円） 2789 3384
国支出金（千円）
県支出金（千円）
市債その他（千円）
一般財源（千円） 2789 3384

Ⅳ　評価・検討

ⅰ市関与の妥当性 3高い
ⅱ有効性 3高い

Ⅴ　多額の経費を要する事業等の「実施計画」における達成状況

当初
H27⇒28繰越

補正
流用・充当

③上記評価の理由

①課題

平成29年度予算
3464

3464

階層別研修
711 実務研修
1974 派遣研修

平成２９年度　鎌ケ谷市事務事業評価表（事後）（標準評価表）

総務課

武田　秀一

①平成28年度の事
業の成果

①平成２９年度研修計画の策定
②階層別研修・実務研修の実施
③派遣研修・自主研修の実施

①前回
の評価
で掲げ
た内容

②事務事業の概要
人材育成基本方針に基づき、人材育成のため全職員に対して、それぞれに求めら
れる各種研修を実施し、職員の能力開発を実現する。

職員研修に要する経費

③環境分析（事業開始
からの状況変化や今後の
見込み・市民意向など）

②①に
基づく
取組み
結果

事務事業名

政策

③平成29年
度に取組む
改革・改善
内容

人材育成基本方針に基づき、人材
育成を実現していくため、研修計画
の見直しとその計画の実施を行う。
研修・能力開発部分で、新たな研修
メニューを実施していく。

人材育成基本方針に基づき、人材育成を
実現していくため、研修計画の見直しとそ
の計画の実施を行う。

施策

41計画の実現のために

412効率的で健全な行財政運営の推進

ⅳ効率性

改定した人材育成基本方針に基づいた研修計画の見直しとその計画を実施してい
く必要がある。

求められる職員像に必要な能力を
職員が身につけている

鎌ケ谷市職員研修概要
業務取得

688

指標名称

職員数（二役、教育長を除く）
研修受講人数

研修受講人数／職員数

金額（千円） 内容

各公共団体の独自性が求められる昨今においては、市民のために動ける職員、よ
り高い目標を達成する自律型職員、組織力を活かせる職員が求められる。

人材育成基本方針に基づき、研修計画を
見直すとともに、平成２８年度においては3
つの新たな研修を実施した。

全職員
意図（対象をどう
するのか）

算定根拠

鎌ケ谷市職員配置録

3高い
3高い

ⅴ総合評価

平成28年度決算（事業費）の主な内訳

④未完了・非着手の理由

①平成28年度の計画

平成29年度への繰越額（単位；千円）

②評価

②計画に対する事業実績

7拡充

人材育成基本方針に基づき職員が必要な能力を身につけるため、研修・能力開発
を実施する必要があるため。

①目的

②成果
を表す
指標

決算額
平成28年度事業費の状況（単位；千円）

0 0

ⅲ公平性

　　

計画事業費 予算額

0 自主研修

③達成状況

H27から
の繰越

現年分



会計 款 項 目
多額
経費

一般 2 1 10 ○

担当課室

担当課室長

Ⅰ　改革・改善内容（＝事務事業をより良く実施するための方策）

Ⅱ　事務事業の目的・概要

対象

Ⅲ　事務事業の成果やコストの状況

平成26
年度

平成27
年度

平成28
年度

単位

ⅰ 54 団体
ⅱ
ⅲ

③事務事業のコスト 平成27年度決算 平成28年度決算

事業費（千円） 0 69552
国支出金（千円） 13600
県支出金（千円）
市債その他（千円） 27200
一般財源（千円） 28752

Ⅳ　評価・検討

ⅰ市関与の妥当性 3高い
ⅱ有効性 3高い

Ⅴ　多額の経費を要する事業等の「実施計画」における達成状況

当初 0
H27⇒28繰越 42513

補正 35049

流用・充当

平成２９年度　鎌ケ谷市事務事業評価表（事後）（標準評価表）

事務事業名 情報セキュリティ強化対策事業

政策 41計画の実現のために 総務課

施策 412効率的で健全な行財政運営の推進 佐藤　太郎

①前回
の評価
で掲げ
た内容

平成２８年度からの新規事業のため、前回
掲げた評価なし。 ③平成29年

度に取組む
改革・改善
内容

平成２８年度終了のため、無し。
②①に
基づく
取組み
結果

平成２８年度からの新規事業のため、取り
組み結果なし。

①目的
自治体の情報セキュリティ対
策の強化。

意図（対象をどう
するのか）

外部の脅威（ウイルス）から庁内の
情報資産を守る。

②事務事業の概要

①マイナンバー利用事務において端末からの持出し不可設定等を図り個人情報の流出を防ぐ。②マイナンバーに
よる情報連携に活用されるセキュリティ確保のためＬＧＷＡＮ接続系とインターネット接続系を分割する。③都道府県
と市町村が協力してインターネット接続口を集約したうえで自治体情報セキュリティクラウドを構築し、高度なセキュ
リティ対策を行う。

③環境分析（事業開始
からの状況変化や今後の
見込み・市民意向など）

外部からの脅威（ウイルス等）は日々増加しており、自治体のセキュリティ対策につ
いては、持続的な対応が求められる。

①平成28年度の事
業の成果

公募型プロポーザルにより、事業受託者を決定し、仮想環境（ＲＤＳ）によりインター
ネット接続系を分割し、自治体情報セキュリティクラウド（平成２９年６月末）切替の
準備を行った。

②成果
を表す
指標

指標名称 算定根拠

自治体情報セキュリティクラウド参加団体

平成28年度決算（事業費）の主な内訳 平成29年度予算
金額（千円） 内容 0

40808 機器（仮想環境基盤）
27224 環境運用等

ⅳ効率性 3高い

1520 機器賃貸借

計画事業費 予算額 決算額

①課題（目的に対す
る現状など）

平成２８年度で終了のため、無し。

②評価
ⅲ公平性 3高い

ⅴ総合評価 1終了

分割が完了した。
35,049 77562 69552

H27から
の繰越

③上記評価の理由
自治体情報セキュリティクラウドへの接続を除き事業が終了し、運用の段階に入っ
たため。

①平成28年度の計画
情報系ネットワークをＬＧＷＡＮ系とイン
ターネット系に分割。

平成28年度事業費の状況（単位；千円）

40808

③達成状況 完了
現年分 28744

④未完了・非着手の理由
平成29年度への繰越額（単位；千円）

②計画に対する事業実績



会計 款 項 目
多額
経費

一般 2 2 1 　　

担当課室

担当課室長

Ⅰ　改革・改善内容（＝事務事業をより良く実施するための方策）

Ⅱ　事務事業の目的・概要

対象

Ⅲ　事務事業の成果やコストの状況

平成26
年度

平成27
年度

平成28
年度

単位

ⅰ 13,271 13,263 13,376 百万円

ⅱ 92.8 93.4 94.1 ％
ⅲ

③事務事業のコスト 平成27年度決算 平成28年度決算

事業費（千円） 8,271 7,915
国支出金（千円）
県支出金（千円）
市債その他（千円）
一般財源（千円） 8,271 7,915

Ⅳ　評価・検討

ⅰ市関与の妥当性 3高い
ⅱ有効性 3高い

Ⅴ　多額の経費を要する事業等の「実施計画」における達成状況

当初
H27⇒28繰越

補正
流用・充当

平成２９年度　鎌ケ谷市事務事業評価表（事後）（標準評価表）

事務事業名 市税の徴収等に要する経費

政策 41計画の実現のために 収税課

施策 412効率的で健全な行財政運営の推進 石井　邦男

①前回
の評価
で掲げ
た内容

実績を重ね動産等を対象とした滞納処分
の手続きにかかわる習熟度を高める。 ③平成29年

度に取組む
改革・改善
内容

研修参加や実績を重ね動産等を対
象とした滞納処分の手続きにかか
わる習熟度を高める。②①に

基づく
取組み
結果

動産１件、不動産１件公売実施した。

①目的 市税
意図（対象をどう
するのか）

市税の確保と徴収率の向上

②事務事業の概要 市税の徴収に必要な滞納整理（督促、催告、納付相談及び滞納処分）を行う。

③環境分析（事業開始
からの状況変化や今後の
見込み・市民意向など）

納税者のライフスタイルの多様化に伴い、納税環境の整備・充実を図ることは必要
不可欠となってきている。

①平成28年度の事
業の成果

動産１件、不動産１件公売実施した。

②成果
を表す
指標

指標名称 算定根拠

収納額 決算
徴収率 決算

平成28年度決算（事業費）の主な内訳 平成29年度予算
金額（千円） 内容 8,461

5,739 非常勤職員賃金

ⅳ効率性 3高い

8,461

計画事業費 予算額 決算額

①課題（目的に対す
る現状など）

動産等の捜索・差押から換価するための公売まで、処分を円滑に実施する。

②評価
ⅲ公平性 3高い

ⅴ総合評価 6精査・検証

0 0

H27から
の繰越

③上記評価の理由
動産等を対象とした滞納処分は徴収率向上における重要な手段となるため、さらに
効率的で効果的な運用を図る。

①平成28年度の計画
平成28年度事業費の状況（単位；千円）

③達成状況 　　
現年分

④未完了・非着手の理由
平成28年度への繰越額（単位；千円）

②計画に対する事業実績



会計 款 項 目
多額
経費

一般 1 1 1 　　

担当課室

担当課室長

Ⅰ　改革・改善内容（＝事務事業をより良く実施するための方策）

Ⅱ　事務事業の目的・概要

対象

Ⅲ　事務事業の成果やコストの状況

平成26
年度

平成27
年度

平成28
年度

単位

ⅰ 528 565 460 人
ⅱ
ⅲ

③事務事業のコスト 平成27年度決算 平成28年度決算

事業費（千円） 24,147 24,806
国支出金（千円）
県支出金（千円）
市債その他（千円）
一般財源（千円） 24,147 24,806

Ⅳ　評価・検討

ⅰ市関与の妥当性 3高い
ⅱ有効性 3高い

Ⅴ　多額の経費を要する事業等の「実施計画」における達成状況

当初
H27⇒28繰越

補正
流用・充当

平成２９年度　鎌ケ谷市事務事業評価表（事後）（標準評価表）

事務事業名 議会事務局の運営に要する経費

政策 41計画の実現のために 議会事務局

施策 412効率的で健全な行財政運営の推進 桂本　弘明

①前回
の評価
で掲げ
た内容

　目的達成のため、今後とも円滑な議会運
営に努め、市民への周知を図るため効果
的な事業の展開を図っていく。 ③平成29年

度に取組む
改革・改善
内容

　議員改選に伴う一連事務を円滑
に実施する。また、議会活動等の透
明性を確保するため、効果的な事
業の展開を図っていく。

②①に
基づく
取組み
結果

　議会のペーパーレス化を推進するため、
６月定例会からタブレット、ノートパソコン
の議場への持ち込みを開始し、１１名の議
員が資料の電子版を受け取っている。

①目的 市民、市議会議員
意図（対象をどう
するのか）

　憲法で保障された議決機関である
議会の円滑な運営を行う。

②事務事業の概要
　憲法で保障された議決機関である議会の円滑な運営を行うため、その事務を所
掌する議会事務局の運営に関する経費。

③環境分析（事業開始
からの状況変化や今後の
見込み・市民意向など）

　地方分権がより一層進む状況のなかで、今後とも議会活動等の透明性の確保、
内容を広く周知すること及び新たな政策提案を求められている。

①平成28年度の事
業の成果

　適切な事業計画に基づき費用対効果に十分配慮したうえで、遅延することなく事
業を実施することができた。

②成果
を表す
指標

指標名称 算定根拠

傍聴者数 業務取得

平成28年度決算（事業費）の主な内訳 平成29年度予算
金額（千円） 内容 31,050

4,665 会議録反訳委託
1,833 議会中継システム構築業務委託

ⅳ効率性 3高い

1,180 議会だより折込委託
2,854 映像設備・音響設備使用料 31,050

計画事業費 予算額 決算額

①課題
　地方分権の進捗に伴い、議会活動の透明性の確保と内容の周知と併せて、新た
な政策提案が求められている。

②評価
ⅲ公平性 3高い

ⅴ総合評価 6精査・検証

0 0

H27から
の繰越

③上記評価の理由
　より効率的かつ効果的な議会運営の実現に向け、引き続き改善等の検討を行う
ため。

①平成28年度の計画
平成28年度事業費の状況（単位；千円）

③達成状況 　　
現年分

④未完了・非着手の理由
平成29年度への繰越額（単位；千円）

②計画に対する事業実績


